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第５章 今後の県政の課題になりうる分野に関する分析 P.147  
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65歳以上の高齢者のうち、幸福感を判断する際に重視した事項として、健康状況を選択した（重

視する）層（n = 1,252）は、選択していない（重視しない）層（n = 522）に比べて、週に１～２

回以上運動やスポーツを実施している場合、幸福感が高くなっています（図表5-1-10）。 

 

 

【凡例】 太字の数字：幸福感の平均値が65歳以上の高齢者全体より高く、かつ統計的に有意な差がある項目 

    斜字の数字：幸福感の平均値が65歳以上の高齢者全体より低く、かつ統計的に有意な差がある項目 

              ：幸福感が「重視しない」より「重視する」の方が高く、かつ統計的に有意な差がある項目 

 

 

 

図表 5-1-10 １週間に運動やスポーツを実施している回数と幸福感の関係（65歳以上の高齢者、幸福感を判断する際に健

康状況を重視する・しないの別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) スポーツは高齢者の幸福感を高めるのかどうかにつながる主なデータ 

○20歳代では月に１～２回、30歳代では週に１～２回、40～50歳代では週３～４回、60～64歳

では週に５～６回、65歳以上では毎日スポーツを実施している層の幸福感が最も高くなってお

り、各年代で最も幸福感が高くなっている項目は、年代が上がるほど、スポーツをする回数が

増加する方向に変化している。 

○65歳以上の高齢者は、スポーツを実施する回数が増加するほど、幸福感がおおむね高くなる傾

向にある。 

○65歳以上の高齢者のうち、幸福感を判断する際に、健康状況を重視する層は、重視しない層に

比べて、週に１～２回以上の運動やスポーツを実施している場合、幸福感が高くなっている。 

 
















